
 

子
育
て
通
信 

冬 季 号 

墨 田 区 

教育委員会事務局 

地域教育支援課 

催

墨

 

    対  象：区内在住・在学の小学校１～３年生とその保護者 

    参 加 費：無料 

    講  師：大谷 忠 氏 

（東京学芸大学大学院 教授／東京学芸大こども未来研究所 理事長） 

    定  員：【午前】３０組６０人 

【午後】１５組３０人 

    会  場：【午前】墨田区役所１３階１３１会議室 

                   【午後】墨田区役所１２階１２１会議室 

持 ち 物：筆記用具、飲み物 

込
ＱＲコードから申込み または 

以下の≪必要事項≫を記載の上、メール・郵送・窓口で申込み 

《必要事項》 

① お子様と保護者の氏名・ふりがな 

② お子様の学年 

③ 住所・連絡先（電話/メールアドレス） 

④ 参加を希望する回（どちらか１回のみ） 

問合せ・申込み先 

墨田区教育委員会事務局 地域教育支援課 ℡03-5608-6503 ✉CHIIKIKYOUIKU@city.sumida.lg.jp 

〒130-8640 墨田区吾妻橋１－２３－２０（墨田区役所１１階） 

込

応募〆切 

    

画像提供：東京学芸大こども未来研究所 

いろいろなブロックを組み合わせて、オリジナルのゴム動力カーを

つくろう！ 最後はみんなでレースに挑戦！ 

※各回とも、希望者多数の場合は抽選 



[ 

『 おうちＳＴＥＡＭ、始めませんか？ 』

子育て支援コラム

子どもたちに１番伝えたいこと、それは

「みんなは、社会を変える力を持っている！」

ということです。これからの時代を生き

る子どもたちには新たな価値を生み出す

力が求められている、という話を耳にな

さったことがあるかもしれません。そん

な話を聞くと、なんだかとても難しいこ

とのように感じてしまうでしょうか。で

も、大丈夫！子どもたちは、もうすでに、

日々、新たな価値を生み出しているので

すから。

例えば学校で、みんなが楽しめるよう

な遊びのルールを生み出したり、家庭で、

忘れ物をしないための工夫をしてみたり…、

きっとお子さんも、生活や社会がより良

くなるような挑戦をしているはずです。

そんな子どもたちを、私たち大人はどの

ように応援することができるのでしょう。

「“問い”で導く」というのが、大人にで

きるサポートなのではないでしょうか。

私たち大人が「知っている正解」の枠

の中から答えを与えるのではなく、子ど

もたちの「こんな〇〇だったらいいな」

に寄り添っていきたいですね。「どうし

てそう思ったの？」と問いかけてみるこ

とで、お子さんにとっての「ありたい〇

〇の姿」が見えてくるかもしれません。

「今の〇〇は、どうなっているのかな？」

という問いをきっかけに、お子さんと一

緒にじっくりと何かを観察してみてはい

かがでしょう。身の周りの物やしくみに

ついて、よく考えられているなぁと改め

て感じることもあるかもしれません。逆

に、もっとこうすればよいのに、と気付

くこともあるでしょう。そんなポイント

を発見できたらしめたもの。「どうした

ら〇〇できるかな？」と問いかけながら、

お子さんの発想を導くことができたら素

敵です。

「よりよい生活や社会」にするために

必要なのは、世紀の大発明とは限らない

のです。いえ、むしろ世紀の大発明は、

人類すべてに恩恵をもたらすものとは限

らない、と言った方がよいでしょう。社

会が、一人ひとりにとってこれまで以上

に豊かなものになるようにしていく力を

育てていくのが、STEAM教育※です。

この冬、親子で一緒に「おうちSTEAM」、

始めませんか？

※ cience（科学）、 echnology（技術）、 ngineering（エンジニアリング）、
rts（芸術・教養）、 athematics（算数・数学）の頭文字を取ったSTEAM教育

では、様々な教科で学んだことを総合的に活用して、新しい価値を生み出す力を育てる
ことをめざしています。

原口るみ
東京学芸大学大学院 准教授
東京学芸大こども未来研究所 理事


